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番号 事業名 会計 款 項 目 説明事業

B45
デジタルテクノロジー活用推進事業 商工費 商工振興費 次世代産業支援費

なし 宣言項目 08 稼ぐ力の向上 9

分野施策 040831 新たな産業の育成と企業誘致の推進 9-5

１　事業の概要 ５　事業説明

２　事業主体及び負担区分

３　地方財政措置の状況

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

予算額

財　　源　　内　　訳

一般財源
国庫支出金 繰 入 金

決定額 166,540 20,080 143,460 3,000 △157,257

前年額 323,797 18,830 304,967 0

令和 3年度予算見積調書
課室名:

担当名:

内線: (単位：千円)

一般会
計

商工業
費

事 業
期 間

平成27年度～ 根 拠
法 令

SDGsｺﾞｰﾙ

令和 4年度 SDGsﾀｰｹﾞｯﾄ

　ロボット・AI・IoTなどデジタルテクノロジーを活用
した開発支援を行うとともに、県内ものづくり企業への
AI・IoT普及・活用支援、SAITECによるAI・IoT技術支援
、社会課題解決に資する先端デジタル技術の実証・実装
支援、ロボット開発・人材育成支援を行う。

（１）AI・IoT等のデジタル化普及・活用支援
　　　　　　　　　　　　　         　　117,085千円
（２）AI・IoT技術支援　　      　　 　　16,455千円
（３）社会課題解決型先端デジタル技術
　　　実証・実装支援事業　　　　　　　　25,000千円
（４）ロボット開発・人材育成支援事業　　 8,000千円

（１）事業内容
　 (ア)　AI・IoT等のデジタル化普及・活用支援
　　　　県公社内にコーディネータを設置するとともに、AI・IoTコンソーシアム・AI・IoTプラットフォームの運営、
　　　　デジタル化ハンドブックの作成等により県内中小企業のAI・IoT等のデジタル技術の活用支援、技術者育成、
　　　　実装支援を行う。
　 (イ)　AI・IoT技術支援
　　　　SAITECで構築した「IoT活用支援メニュー」による支援や「AIを活用した生産性向上システム」等を活用し、
　　　　県内ものづくり企業へのAI・IoTの導入支援を実施する。
　（ウ）社会課題解決型先端デジタル技術実証・実装支援事業
　　　　社会課題の解決に資するロボット・AI・IoT・5Gなど先端デジタル技術の社会実装を進めるため、先端デジタル
　　　　技術を活用した製品の実証実験及び社会実装を支援する。
　（エ）ロボット開発・人材育成支援事業
　　　　デジタル技術を活用したものづくりについて講義や実習を通して学び、開発や事業化のための人材を育成する。
　　　　ロボット実証フィールドを運営し、開発製品等の実証実験を行う場を提供する。

（２）事業計画
　　　令和元年度　AI・IoTコンソーシアム設立、AI・IoTプラットフォーム完成、AI・IoT普及・活用支援、
　　　　　　　　　AI・IoT技術支援、ロボット開発・人材育成支援
　　　令和２年度　AI・IoTコンソーシアム会員拡大、AI・IoTプラットフォーム機能拡充、AI・IoT普及・活用支援、
　　　　　　　　　AI・IoT技術支援、ロボット開発・人材育成支援
　　　令和３年度　AI・IoTコンソーシアム会員拡大、AI・IoTプラットフォーム活用支援、AI・IoT普及・活用支援、
　　　　　　　　　AI・IoT技術支援、ロボット開発・人材育成支援

（３）事業効果
　　　ロボット・AI・IoTの導入や人材育成支援等により、県内中小企業の「稼ぐ力」の向上を図ることができる。

（４）県民・民間活力、職員のマンパワー、他団体との連携状況
　　　埼玉県産業振興公社、民間企業、専門家等と連携して実施する。

(1)(県10/10)公社0、(県2/3)事業者1/3、(国1/2・県1/2
)公社0 【地域再生計画関連】(2)(県10/10)
(3)(県10/10)公社0、(県2/3)公社0事業者1/3
(4)(県10/10)事業者0

普通交付税（単位費用）
　（区分）地域振興費（細目）地域振興費
　（細説）地域振興共通経費

9,500千円×7人＝66,500千円

前年との
対比

― 産業労働部 B45 ―
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